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　21世紀が始まり，気が付くと日本の子供たちの世界
がすっかり IT化されていた．子供たちはすでにネット
型対戦ゲームを自分の持つゲーム機で楽しんでおり，都
会に住む多くの小中学生が携帯電話を通してネットを日
常的に使っている 1）．小学生の 29％，中学生の 63％が
携帯電話を所有している．また，ネットコミュニティに
も子供たちが入ってきている．「はやりの遊びは？」と
いう質問に「2ちゃんねる！」と答える小学生がいる．
こうした状況に大人は危機感を覚え，ネット犯罪や青少
年への悪影響が連日メディアで伝えられている．
　小中学生の子供たちにとって，ネットは生まれる前か
ら存在するものであるということを私たちは認識する必
要がある．PCが入り始めた時期，電話機より高価な PC

の導入をためらう会社もあった．5人に 1台の PCにし
ておけばよいと考える経営者もいた．しかし，営業職
なら机に電話がないと困るように，PCも従業員 1人に
1台というのが当たり前になった．そのような社会環境
の中， 子供たちにも PCに触れる機会が増えた．学校
には PCルームがあり，子供たちはネットで情報を収集，
交換し，コミュニケーションのツールとして使用してい
るのが現状である．生活の中にも ITが溶け込んでいる．
統計によると小中学生の家庭の約 8割に PCがある．イ
ンターネット普及率も高く，中学生の PC利用で一番多
いのが「インターネットで趣味や遊びのことを調べる
（69.0%）」である．小学生も「ゲームをする（72.9%）」
に続いて「インターネットで趣味や遊びのことを調べる」
が 41.6%を占める 1）．
　折しも，2005年 10月に，UNESCOで文化多様性条
約が圧倒的な国々の支持を得て可決された．世界のすう
勢が，多文化を認知しあい，受容・共生していくことを
望んでいる．子供のころから多文化に触れる機会がある

子供たちのIT革命子供たちのIT革命
と，より多様な価値観を受容するスキーマが確立される
ことも知られている 2）．近年では異文化交流や国際教育
の一環としてインターネットを利用する活動が世界規模
で行われている．私たちの活動を述べる前に，代表的な
ICT（情報通信技術）による国際交流活動を以下に紹介
する．
　iEARNは，東西冷戦の 80年代に世界平和を願う米国
と旧ソ連との高校生による交流をきっかけとして生まれ
た．iEARNは世界約 110カ国，2万校，約 100万人の
子供たちが参加する NPO（非営利事業組織）である 3）．
インターネットなどの ICTを使い，国際交流を通して理
解を深めている．世界中の教育者や子供たちが連携し協
働学習する「国際協働プロジェクト」の推進を目的とし
た，世界最大の国際教育ネットワークで，学校を中心に
活動している．152種類あるプロジェクトのいくつかに，
学級単位で参加し，詩を作り，民族衣装の写真を交換
し，環境問題について討論している．また，Webで作
品を公開し，Webカメラを使ったビデオ会議などを通
して世界の子供たちと交流している．この iEARNプロ
ジェクトは「創造性や言語力を身につけるプロジェクト」
「社会性・人間性をテーマに交流するプロジェクト」「数
学や科学，環境問題をテーマにしたプロジェクト」の 

3つに分類されている．さらに年に 1度，国際会議が行
われる．国際会議では，普段オンラインで協働学習を進
める先生や教育関係者が，1年間のプロジェクトの成果
を発表し，新しいプロジェクトを話し合う．子供たちの
国際会議『ユースサミット』も開催されている．
　European Schoolnetは，欧州の 26カ国の教育省が
連携し ICTを活用した教育環境を整備することを目的
としている．Brussels（ベルギー）に本部を持ち，オン
ライン学習教材の配給，教員の情報交換用電子掲示板，
教育に関する政策提言などを行っている 4）．小中学生
を主対象としたmyEuropeというプロジェクトもある．
myEuropeは，欧州市民として欧州諸国における多様性
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の理解の促進と異文化教育を目的としている．2000年
に発足した 26カ国 4,500校以上が参加するWebベー
スのプロジェクトで，学校紹介，地域紹介などによる学
校間交流，オンライン教材を使った授業，自国の旅行パ
ンフレット作りなどのワークショップが行われている． 

こうした活動は，複数の学校でパートナーシップを組ん
で行うことが多く，パートナー校を探すための電子掲示
板が用意されている．最近では EU加盟の是非が問われ
ているトルコの学校からの書き込みが多いのが興味深い．
　ePALSは，学級間での電子メールのやりとりを通し
た国際交流を目的とする組織で，1996年に設立され
た 5）．全世界でのべ約 550万人（子供たち，教員含む），
約 11万学級が登録されている．7カ国（日本語・英語・
フランス語・ドイツ語・ポルトガル語，スペイン語，中
国語）の機械翻訳機能，不適切な表現を含んだメールを
フィルタするサービスなど，コミュニケーションを安全・
円滑に行うための技術を提供している．また相手との共
通の話題・タスクを提供するために，地域に昔から伝わっ
ている神話を紹介しあったり，読書感想文を交換したり， 

環境について議論するプロジェクトを提供している．
　以上のように，子供たちを対象とする国際交流活動に
は以下の共通した特徴がある．
（1）学級を単位とした活動であるため，子供たちにとっ

ても個人対個人というより，教員を介した学級間活
動という意識があること．

（2）学校教育の一環であるためにコンテンツやプロジェ
クトのテーマ設定が学習教材的であること．

（3）結果的に英語主体になり，特定数カ国のみで機械翻
訳を利用するなど， 多言語の問題を抱えていること．

　私たちが始めた国際交流活動「パンゲア」は，子供た
ちが主体的・自主的に，遊びとして楽しめる参加形態を
とる．文化多様性の上で大切な要素である言語の多様性
を認めつつ，世界の子供たちと個人的なつながりを育め
る場を提供する．

　私たちは 2001年 9月 11日の事件をきっかけに，
NPO法人パンゲア 6）を創設した．多様な民族・国家・
文化を知らないが故に持つステレオタイプな考えを耳に
することが多くあったからである．米国では，「イスラ
ムは怖い」という発言がラジオから流れていた．そし
て現地の人々と交流する機会があれば理解できる「ど
の国にも良い人はいるし，悪い人もいる」ということが，
交流体験がないために分かりにくいのだと認識するに 

至った．
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　一方，世界のインターネット基盤が徐々に整い始めて
いる．ガーナの難民キャンプにもコンテナを改造して
インターネットカフェが作られている．カンボジアの奥
地にも太陽発電で PCの電源を確保し，衛星によりイン
ターネットが使用できるところもある．「インターネッ
トは世界をつなぐ」といわれて久しいが，本当に人々は
つながり始めているだろうか．世界の子供たちがイン
ターネットを通して，言葉，文化，距離の違いを越えて
つながりを感じられる環境を構築することができている
だろうか．図 -1に，私たちの考える，つながり 3フェー
ズを示す．「出会い」「伝え合い」「つながる」という 3

つの段階を各拠点のアクティビティを通して実現して 

いる．
　個人の顔が見えるコミュニケーションを，子供たち
が共通のタスクを通じて体験し，意見を交換し，知り
合っていく．そのために必要なコンテンツ，ソフトウェ
ア，ハードウェア，システムを実証しながら開発してい
る．共通タスクとは，子供たちが拠点（小中学校・児童
館・商業スペース・大学のキャンパスなど）に集い・行
う，自主的な創作活動（絵・音楽・写真・映像・アニメー
ションなど）を意味する．それらの創作活動はアナログ
（クレヨンや鉛筆を使う）からディジタル（アニメーショ
ンソフトや音楽）まで，子供たちが興味を持つさまざま
なメディアが用いられる．子供たちがつながりを感じら
れる環境づくりには，子供たち同士が共に活動できるこ
と，自分のことを人に伝えることができること（自己表
現の手法を身につける），相手の立場に立ってものを考
え，見ることができること（相手に合わせて変えられる），
人に興味を持ち，他の文化・言語・国を想起できること
が重要である．
　図 -2に子供たちをつなぐアクティビティの構成を，
図 -3（a）に会場の様子を示す．アクティビティはファ
シリテータ，技術スタッフによって運営され，出会い・
伝え合い・つながる過程を，楽しみながら実践できるよ
う構成されている．
　アクティビティは，人と出会い互いに伝え合うことか

図 -1　つながり 3フェーズ




